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弦楽六重奏曲第1番

変口長調 Op.18

山形交響楽団コンサー トマスター

ヴァイオリン犬 伏 亜 里
桐朋女子高等学校音楽科、桐朋学園大
学音楽学部を卒業後、国立ケルン音楽
大学を首席で卒業。全日本学生音楽
コンクール東京大会高校の部第 3位、

日本モーツァル ト音楽コンクール第 2位。草津夏期国
際音楽アカデミー、東京現代音楽祭、フェーレン夏期
アカデミー、チェルヴォ国際アカデミー、国際バル ト
ークセミナーなどに出演。1995年 よりKlassische
Philharmonie Telekom Bonnに 所属。96年より山形
交響楽団のコンサー トマスターを務める。2010年 ア
フィエス夏の音楽祭参加。

オタワ・ナショナルアーッセンター管弦楽ロコンサートマスター

ヴァイオリン川 崎 洋 介
父川崎雅夫のもと、6歳よリヴァイオ
リンを始める。Dディレイ、Hカ ンら
に師事し1998年 ジュリアー ド音楽院~~を 卒業。2004年 アミーチ・クァルテッ

トを結成。Vセ レブリャーニーとWケ ッセルととも
にトリオ+を創設。現在、カナダのオタワ・ナショナル
アーツセンター管弦楽団コンサートマスター、日本で
は大阪センチュリー交響楽団首席ゲス トコンサー ト
マスターのほか水戸室内管弦楽団、サイトウ。キネン・
オーケストラで活躍。09、 10、 11年アフィニス夏の音
楽祭参加。

アルゲリッチ音楽祭、PMFオーケストラアカデミー、
2008年 アフィニス夏の音楽祭などに参加。08年秋よ
り東京交響楽団ヴィオラ奏者。平成22年 度アフィニ
ス文化財団海外研修員として、ウィーン国立音楽大学
にて室内楽をJマイッスル氏、Pシューマイヤー氏に、
ヴィオラをSフ ューリンガー氏に師事。

新日本フィルハーモニー交響楽団

ヴィオラ齋 藤 麻 衣
東京都出身。2005年 東京藝術大学、
2007年桐朋学園大学研究科卒業。ヴ
ァイオリンを大谷康子、ヴィオラを店
村員積、菅沼準二の各氏に師事。パリ・

コンセルバ トワール教授ブルーノ・パスキエ、ジャン・
シュレムのマスタークラス受講。小澤征爾音楽塾・オ
ペラプロジェクト、宮崎国際音楽祭、サイトウキネン
フェスティバルなどに参加。2010年 7月 より新日本
フィルハーモニー交響楽団ヴィオラ奏者契約団員。
11年アフィニス夏の音楽祭に参加。

山形交響楽団・首席

チェロ小 川 和 久
H歳よリチェロを始める。桐朋学園女
子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大
学音楽学部を卒業。フランス国立ボル
ドー音楽院高等科、室内楽科、現代室

内楽科、研究科を首席で卒業。ボルドー市栄誉賞を受賞。
第4回「若手奏者の為のコンペティション」(名 古屋国
際コンクール)ソ ロ部門にて優勝。フランス国立ボル
ドーオペラ座、ラムルー管弦楽団等と特別契約を結び
共演。アンサンブル・インス トルメンタル・ドゥ・コル
ス〈コルシカ)首席奏者。2011年 4月 より山形交響楽
団首席。

日本フィルハーモニー交響楽団

チェロ大 澤 哲 弥
2007年 に東京藝術大学音楽学部卒業、
同年日本フィルハーモニー交響楽団
に入団。08、 10、 11年 にアフィニス夏
の音楽祭に参加。10年 よリカルテット

Nの メンパーとして東京オペラシティで演奏会を行
うなど活動中。H年にICU Classic Ensemble、 つべ
つ日本フィルセミナーオーケス トラとコンチェルト
を共演、好評を博す。これまでにチェロを苅田雅治、菊
地知也、竹本利郎、松下允彦の各氏に師事。室内楽を植
田克己、大野かおる、玉井菜採、松原勝也の各氏に師事。

山形交響楽団・首席

オーボエ佐 藤 麻 咲
東京音楽大学卒業。これまでに鈴木繁、
佐々木成己、木立至、小島葉子、浜道晃、
小林裕の各師に師事。2004年 ひろば
賞コンクール管楽器室内楽部門にお

いて部門賞、あわせて大賞受賞。08年 山形交響楽団に
入団。10年アフィニス夏の音楽祭参加。11年 4月 より
山形交響楽団首席オーボエ奏者に就任。

群馬交響楽団・第一奏者

クラリネット野 田 祐 介
パリ市立音楽院、ヴェルサイユ音楽院
を経てパリ国立高等音楽院を一等賞
を得て卒業。クラリネットを横川晴児、
Cド ゥシュルモン、Aブータール、G.

ドゥプリュの各氏に師事。2003年群馬交響楽団に第
一奏者として入団、現在に至る。群響メンパーによる
EnsembleG代 表。第78回 日本音楽コンクール・クラ
リネット部門審査員。桐朋学園大学音楽学部、昭和音
楽大学などで後進の指導にあたる。09年 アフィニス
夏の音楽祭参加。

化会館新進音楽家デビューコンサー トオーディショ
ンに合格しコンサー トに出演。2004年 山形交響楽団
入団。ファゴットを浅野高瑛、霧生吉秀、太田茂、Cエ
ールベーガー、M.ウ ィルキーの各氏に、室内楽を中川
良平、鈴木良昭の各氏に師事。10年アフィニス夏の音
楽祭参加。

山形交響楽団・首席

ホルン八 木 健 史
愛知県立芸術大学を首席で卒業。大阪
シンフォニカー交響楽団に入団し関
西で活動後渡独。2002年 にミュンヘ
ン市立リヒャル ト・シュトラウス音楽

院研究科を卒業。帰国後、小牧市交響楽団(現 中部フィ
ル)に 入団、室内楽、ソロでも活躍。06年 2月 に山形交
響楽団に入団、09年 4月 に首席ホルン奏者に就任。現
在、ベルク木管五重奏メンパー。新潟中央高校音楽科
非常勤講師。これまでにホルンを水谷仁、大野良雄、E
ターヴィリガーの各氏に師事。

ンに師事、音楽文化プログラムの博士号取得。ソリス
トとしてのみならず室内楽奏者としても活躍、トリオ
+と してヴァイオリニス トの川崎洋介、Wケ ッセル
と共演。2005年 から08年までラ・シエラ大学にアー
ティス トとして就任、08年 よリハンティンドン大学
准教授。09、 10年 アフィニス夏の音楽祭参加。

山形交響楽団・首席

トランペット井 上 直 樹
日本大学芸術学部音楽科在学中に2度

ボストンを訪れ、ポストン交響楽団首
席奏者C.シ ュリューター氏にレッスン
を受ける。91年大学在学中に山形交響

楽団に入団。平成16年度アフィニス文化財団海外研
修員として、ボストンにてCシ ュリューターに、留学
後期はミュンヘンにてバイエルン放送響ソロ奏者H
ロイビンに師事。現在山形交響楽団首席奏者としての
他、ソロ、室内楽活動、アマチュア団体の指導、共演、ま
た山形大学地域教育文化学部にて後進の指導にあた
つている。2004、 08、 10年 アフィニス夏の音楽祭参加。

群馬交響楽団・第一奏者

トランペット大 田 恭 史
群馬交響楽団第一 トランペット奏者。
東京音楽大学器楽科 トランペット専
攻卒業後、フィンランド国立シベリウ

|‐lυ潤可Ш ス音楽院に入学。クオピオ市立交響楽
団(フ ィンランド)首席トランペット奏者、フィンラン
ド放送交響楽団副首席 トランペット奏者を経て、
2008年 より現職。トランペットを佐藤宗男、林昭世、
Pメ ルケロ、Yハ ルヤンネの各氏に師事。

フィレンツェ歌劇場管弦楽団・首席

ホルンルカ・ベヌッチ
フィレンツェ生まれ。18歳でシカゴに
渡りDク レヴェンジャー、Aジ ェイコ
ブスに師事する。20歳でナポリのサン・
カルロ劇場の第一ソロ奏者に就任。

1995年よリフィレンツェ歌劇場管弦楽団首席奏者。
ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団をはじめとする
多くのオーケス トラで定期的に演奏。2005年 ルツェ
ルン音楽祭にシカゴ交響楽団と共に招聘。サンタ。フ
ィオーラ・イン・ムジカ芸術監督。世界各国の国際音楽
祭や教育機関でマスタークラスを行う。11年 アフィ
ニス夏の音楽祭参加。

トロンポーンプロジェクトを発足。トロンボーンを関
根五郎、伊藤清、箱山芳樹、山本浩一郎の各氏に師事。
現在、〈公財)仙台フィルハーモニー管弦楽団1番 トロ
ンボーン奏者、トロンポーンカルテット凱庵リーダー
STP仙台 トロンポーンプロジェクト代表、ブラス ト
リオZAI MASU、 仙台フィル金管五重奏団、音楽工房
104各 メンバー。

仙台フィルハーモニー管弦楽団

チューバピーター・リンク
パージニア州ノーフォーク陸軍音楽学
校卒業後、1996年から3年間アメリカ
陸軍音楽隊のメンバーとして日本に派
遣。帰国後シカゴのデュボール大学に

入学し、在学中はFク ーリー、Gボ コーニ、Rロ ッコら
に師事。2003年 シカゴシビックォーヶストラ首席テュ
ーバ奏者に就任。シカゴ交響楽団、シンシナティ交響
楽団、デ トロイト交響楽団など出演。07年タングルウ
ッド音楽祭において講師を務める。08年 に 仙台フィ
ルハーモニー管弦楽団テューバ奏者に就任。Tuba lab
o、 コ Mttuメ ンバー。10年 アフィニス夏の音楽祭参加。

ピアノ五重奏曲
金管五重奏曲
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【公開セミナー】※時間帯は変更となる場合がございます。予めご了承ください。


